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市勢の地位 農業の状況

総面積 240.25 ｋ㎡ 耕地面積 5,400 ha

総人口 81,497 人 田 2,810 ha （52.0%）

65歳以上人口 17,784 人 (21.8%) 畑 2,590 ha （48.0%）

世帯数 26,960 戸 （普通畑） 1,550 ha

人口密度 339 人/ｋ㎡ （樹園地） 1,010 ha

就業人口 40,293 人 （牧草地） 30 ha

第一次産業 3,334 人 (8.3%) 農家総数 4,669 戸

第二次産業 12,067 人 (29.9%) 専業農家 501 戸 （10.7%）

第三次産業 24,892 人 (61.8]%) 第1種兼業農家 326 戸 （　7.0%）

資料：国勢調査、県人口調査 第2種兼業農家 2,597 戸 （55.6%）

基幹的農業従事者 3,707 人

65歳以上人口 2,497 人 （67.4%）

農業産出額 851 千万円

米 253 千万円 （29.7%）

畜産 320 千万円 （37.6%）

野菜 105 千万円 （12.4%）

果実 80 千万円 （　9.4%）

花き 53 千万円 （　6.2%）

その他 40 千万円 (　4.7%）

資料：H17農林水産統計、2005年農林業センサス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「 小さい庭 」という意味のドイツ語です。

                                       日本では、「 市民農園 」と訳されることが多い

のですが、本来は庭をもつことのできない都会暮らしの人が、気分転換に庭づくりや野菜づ

くりを行うため、しばらく滞在できる作業小屋を付属した農園としてつくられたもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、ドイツを始めとしたヨーロッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ諸国では、古くから都市計画の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中に位置づけられた緑地空間とな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的には、１区画３００㎡ほど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の土地にラウベとよばれる小屋と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芝生、花壇、畑などが配置され、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者はそれらを自由に使うこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他に利用者が集うクラブハウス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や管理棟など様々な機能が整えら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れており、ヨーロッパでは単なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菜園ではなく、コミュニティ形成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場として市民生活の向上のため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の重要な役割を担っています。

　このクラインガルテンの我が国での歴史は浅く、本格的なものは全国的にもまだ数カ所し

かなく、関東では笠間にはじめて建設されました。

　城下町・門前町として栄えてきた当市には、笠間稲荷、愛宕

神社などの歴史的な文化財が鎮座し、また笠間焼きで知られる

陶芸のまちでもあり、日動美術館、茨城県陶芸美術館、笠間工

芸の丘などの施設を有し、現代アートの盛んなまちとしても知

られています。さらに、豊な自然に恵まれた吾国愛宕県立自然

公園や水と緑と花に囲まれた北山公園などがあり四季折々の美しい自然が楽しめます。

　このような豊かな観光資源を生かしてつつじ祭り、陶炎際、笠間のまつり、匠のまつりなど

年間を通して様々なイベントを開催し多くの観光客が訪れています。

　　　　　　　　平成１８年３月１９日、旧笠間市、友部町、

　　　　　　　　岩間町が合併し新制笠間市が誕生しました。

人口８万２千人、市域面積２４０．２５k㎡、茨城県の中央に

位置しており、東京から１００km圏にあります自然豊な地方

都市です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　このような背景にあって、当市では農業振興と地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　振興を併せもつクラインガルテンを、市内本戸地区

　　　　　　　　　　　　　　　　　の丘陵地約40,000㎡ にそば処と農産物販売所を併設

　　　　　　　　　　　　　　　　　し 2001年４月にオープンいたしました。

　テーマは「農芸と陶芸のハーモニー」。

中山間地域の農村空間に都市生活者が、

家族とともに土に親しみ心地よい汗を

流し、都市生活のストレスを癒し、リ

フレッシュしながら当市のもつ独自の

資源である歴史・芸術・文化と融合し、

笠間型のライフスタイルを楽しんでい

ただきたいと考えています。

　具体的には、滞在できる市民農園

（クラインガルテン）を親戚や友人等

３グループ以上で共同利用していただ

き、年間契約で貸与いたしております。

 さらに、豊かさの実感を共有できる

「農のある空間づくり」を構築するた

め、各種農業体験、そば打ち体験、笠

間焼の器づくり、また、イチゴやリンゴ狩り、さらには、炭焼き教室、蛍鑑賞など、恵まれ

た自然を都市住民に提供し、農村へは爽やかな都市の風を吹き込み、地域の活性化を図ろう

としています。

　　　　　　　　　　 笠間焼をはじめとす

                     る歴史・芸術・文化

的な観光資源を生かしてまちづくりを進めて

きた当市にあって、古くから主産業であった

農業の存在が年々薄れてきています。中山間

地域特有の農村の高齢化、就農者の減少、総

兼業化が進むなか、農業生産活動の多くを女

性や高齢者に依存し農業粗生産額も年々減少を辿り農地の荒廃が進んできました。

　国の農業基本法においても、｢食料・農業・農村基本法｣として新たに改定されタイトルから

も生産環境や自給率、環境問題も窺い知ることができるように、｢農｣のもつ多面的機能が改め

てクローズアップされました。豊かで平和な時代にあって、｢農｣は都市化という時代の流れに

完全に埋もれ若者からも敬遠され深刻化しつつある情勢において、当市の農業も同じような流

れを歩みつつあります。

　一方、都市部では余暇時間の増大といった背景のなかで「定年帰農」や「自給自足の生活」

さらにはグリーンツーリズム等と連動し、今日農村は生活空間としての役割に加え、自然環境

に包まれた最も望ましい生活空間であるとの視点が緩やかに広がりつつあり、着実に多様化を

辿りはじめ注目されてきています。

各区画ごとに個性のある笠間焼のモニュメント

笠間クラインガルテン
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